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広報

幣新

の
ご
品
い
惑
っ

毛主l!';]:. ?むま

長
浜
町
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま
す

に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
遂
行
す
で
も
不
安
定
で
あ
り
ま
す
。
一
一
一

喜
一
時
一
る
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
本
よ
れ
ば
始
め
て
安
定
し
た
形

t
一
席
一
思
っ
て
お
り
ま
す
。
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
郡
宣
十
印
一

多
留
一
本
ー
一
更
に
も
う
一
つ
、
最
も
重
要
こ
の
三
本
の
柱
が
互
に
よ
り
合

行
時
町
一
俸
一
な
ζ

と
は
、
一
万
八
千
の
町
民
っ
て
立
っ
た
頂
上
に
、
町
民
の

活
媛

'
E
一
一
の
皆
さ
ん
と
ピ
タ
ツ
リ
呼
吸
の
福
祉
と
い
ろ
旗
が
掲
げ
ら
れ
る

i
愛
書
↑
問
一
あ
っ
た
姿
の
進
み
方
を
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
ロ

長
一
同
一
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
社
会
福
祉
を
殊
更
に
い

一f
一
町
の
繁
栄
は
町
民
皆
さ
ん
一
わ
ず
こ
れ
を
加
え
た
四
本
柱
と

I
l
i
-
-
I
i
人
一
人
の
繁
栄
で
な
け
れ
ば
な
し
な
か
っ
た
理
由
は
あ
ら
ゆ
る

り

ま

せ

ん

。

施

策

は

す

べ

て

社

会

福

祉

を

目

伊
予
凝
の
海
と
肱
川
の
流
れ
、
標
と
す
る
も
の
と
考
え
る
か
ら

そ
し
て
こ
れ
を
と
り
ま
く
緑
の
で
あ
り
ま
す
。

山
々
谷
々
、
変
化
の
多
い
わ
が
決
し
て
社
会
福
祉
を
お
ろ
そ
私

1
J

長
浜
町
の
地
形
と
同
じ
よ
う
に
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ょ

一
一
口
、
複
雑
な
社
会
構
造
の
わ
が
町
を
り
積
極
的
に
社
会
福
祉
を
実
現

辰
年
と
い
う
、
隆
々
発
展
に
縁
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
一
つ
に
結
び
、
強
力
な
発
展
を
し
よ
う
と
す
る
に
外
な
り
ま
せ

の

深

い

年

廻

り

で

、

皆

さ

ん

の

す

。

促

す

も

の

は

深

い

親

愛

の

情

と

ん

。

潜

龍

池

よ

り

出

で

て

天

に

正
し
い
理
解
に
よ
る
町
民
意
識
昇
ら
ん
と
す
る
佳
き
年
に
当
り

心
の
中
に
も
た
く
ま
し
い
元
旦
産
業
の
振
興
、
公
共
事
業
の
の
結
合
に
他
な
ら
な
い
と
思
い
皆
さ
ん
の
心
を
私
の
心
と
し
、

の

計

が

め

ぐ

ら

さ

れ

て

い

る

こ

拡

充

、

教

育

の

充

実

、

こ

の

三

ま

す

。

ま

た

私

の

考

え

も

よ

く

理

解

し

と

と

存

じ

ま

す

。

本

の

柱

は

、

私

の

行

政

施

策

の

こ

L
で
私
は
、
私
の
持
っ
て
て
い
た
だ
い
て
、
こ
の
年
の
名

私
も
と
と
し
は
就
任
第
二
年
重
点
と
し
て
今
年
も
ま
た
次
に
い
る
仔
政
指
標
の
三
本
の
柱
の
に
値
す
る
歩
み
を
進
め
た
い
と

目
一
年
間
の
経
験
と
勉
強
を
基
来
る
年
お
よ
び
将
来
も
変
り
は
考
え
方
に
つ
い
て
一
言
説
明
を
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

礎
に
し
て
池
龍
の
昇
天
と
ま
ー
で
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
文
化
の
進
つ
け
加
え
て
お
品
り
た
い
と
思
い
町
民
皆
さ
ん
の
健
や
か
な
戸

は

い

か

な

く

と

も

、

気

持

の

上

展

、

社

会

状

勢

の

変

化

に

対

し

ま

す

。

繁

栄

を

祈

念

し

私

が

長

浜

町

の

で
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
意
慾
を
も
っ
て
、
我
々
は
正
し
く
目
を
あ
け
柱
は
一
本
で
は
立
っ
て
、
る
発
展
を
希
っ
て
年
頭
の
ご
挨
拶

て
新
し
い
年
の
町
つ
く
り
に
取
正
し
い
判
断
に
基
づ
い
て
こ
れ
こ
と
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。
一
一
心
で
と
致
し
ま
す
。

E
 

E
 l
 

-長
浜
町
長

西

田

?孟

年

平E主

え
て

麗重

長

浜

町

議

会

議

長

一

宮

亀

(毎月ユ回発行)

久

に
昇
る
勢
を
も
っ
て
、
今
日
ま

で
築
き
あ
げ
た
礎
石
の
上
に
さ

ら
に
よ
り
よ
ぎ
町
政
を
し
く
べ

く
、
町
議
会
議
員
二
十
六
名
が

心
を
」
つ
に
し
て
理
事
者
と
索

制
し
会
い
、
連
繁
し
合
い
つ
L

最
善
の
努
力
を
尽
し
町
民
皆
様

の
よ
り
よ
き
生
活
の
実
現
に
献

身
す
る
こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま

す
。
何
率
倍
旧
の
ご
指
導
と
ご

協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
上
げ

ま
す
。
終
り
に
皆
様
の
ど
健
康

と
ど
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す

珪包
互主

雄

進進ともば間現う
すししあな題にし
る、てれらとと
べ町、、なもも中
〈民よ西い真な央
、皆り回と険つ体

微様よ町考にて育
カのい長え取人舘
な福町のまりづの
が祉政心す組く建
らををを。まり設
全増推心とねの実

さ上と 致な能
つげ ひしらを
と ま ご と て な 作E
いしベえおいけ
たてんにりとて
したま、努
ま年つ皆す決力
す頭を様。意し
。のおの をな
ご 願 ご 新け
あ い 支 たれ
い申援 にば

身
近
か
な
各
種
選
挙
が
行
な
わ

れ
園
、
県
、
町
を
通
じ
て
各
分

野
に
新
ら
し
い
体
勢
が
確
立
せ

ら
れ
、
諸
般
の
重
要
施
策
が
実

現
せ
ん
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
辰
の
年
で
ご
ま
い
ま

す
。
池
中
の
龍
が
雲
を
得
て
天

年
頭
の
あ

野さ
つ

長

浜

町

収

入

役

大

長

清i
役

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昭
和
三
十
九
年
の

輝
や
か
し
い
新
春
を
迎
え
ま
し

て
栄
え
ゆ
く
日
本
の
将
来
を
寿

宮
、
併
せ
て
わ
が
長
浜
町
政
の

仲
展
を
お
祝
い
で
ぎ
ま
す
こ
と

は
、
わ
た
く
し
の
心
か
ら
の
喜

ぴ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

西

田

町

長

が

就

任

せ

ら

れ

第

大

河

の

流

れ

の

ご

と

く

ゆ

る

二

年

目

を

迎

え

る

こ

と

L

な
り

や

か

に

流

れ

去

っ

た

一

九

六

三

ま

す

の

で

町

政

の

う

え

に

も

、

年

は

、

内

外

と

も

に

歴

史

的

な

お

の

，

す

か

ら

新

し

い

方

向

が

打

事

件

が

相

つ

い

で

起

り

、

全

人

ち

出

さ

れ

て

来

る

も

の

と

考

へ

類

の

将

来

を

占

う

よ

う

な

問

題

ま

す

。

ま

た

、

前

年

か

ら

引

つ

が
次
ぎ
次
ぎ
と
投
げ
か
け
ら
れ
輝
か
し
き
一
九
六
四
年
の
新
.
つ
い
て
研
究
の
進
め
ら
れ
て
い

た
ま
こ
と
に
意
義
深
い
年
で
あ
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
と
る
農
業
構
造
改
善
事
業
、
農
業

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸
団
体
合
併
等
に
つ
ぎ
ま
し
で
も

ま
た
、
想
い
を
身
辺
に
廻
ら
お
t
A

い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
本
年
は
は
つ
ま
り
と
し
た
姿
を

せ
ま
す
と
、
昨
年
は
も
っ
と
も
心
か
ら
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。
作
り
上
げ
る
年
と
な
り
ま
し
ょ

勢てた教気計七 祝春輝
らつ育鉛商会 本 詞 を か 町

的れて、のを計町を迎し民
な、、福西完年の申えいの
活日積祉問了度財上、昭皆
躍夜極な町し を政げ謹和さ
をこ的ど長た も は ま ん 三 ま
続れな、はのつ、すで十
けの施各、でて 昭 。新九
て推策般産、、和 年年
お進をに業新 再 三 のの
らに樹わ、々建十 ど新

し単ときしな三期そ予正 力衝現金十れ
まで考るてる十的の算がこををしにま
すすへよ 財の九な他のあと尽保て従す
。がてう政で会財会様りにすっ行ひ
どお努の、計務計式、昨覚たく、私
あり力同十年制全、予年悟財よ諸は
いませ滑 分度 度般 決算 、で 政う 施こ
さすねなこ かの に算 の自 ど運 、策の
つ。ば運れら改わの作治ざ営堅が町
と以な 営を実正た組り法いに実遂長
い上らが研施はるみ方のま、で次の
た簡ぬで 究 に 、 商 : 、改ず全均 実 方

昭和39年1月1日(一)

昭
和
鈎
年
各
迎
え
て

水

遠
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総
務
謀

課

長

増

田

晴

茂

門
企
画
財
政
係
〕

課
長
補
佐

兼

係

長

森

議

書

記

西

山

進

(

財

産

)

か

大

橋

豊

子

(

秘

書

)

臨
時
雇
万
代
泰
江
(
統
計
)

門
庶
務
消
防
係
、
一

係

長

池

上

昭

夫

技
手
森
本
六
郎
(
消
防
)

書
記
山
下
朝
子
(
人
事
)

使

丁

坪

田

ヤ

エ

グ

中

野

健

蔵

。
文
書
課

フじ昭 和 39年

令
子

¥ 

典
子

-

O

井

上

一

書

記

仙

波

一

(

豊

茂

ニ

一

(

港

務

所

)

一

主

任

保

母

富

岡

一

主

任

二

宮

一

雄

一

臨

時

庁

坂

井

一

書

記

高

田

軍

治

郎

「

運

航

)

〔

住

民

課

〕

一

夜

手

木

下

保

利

「

起

重

機

)

一

係

長

池

田

又

一

郎

一

(

青

島

丸

)

一
書
記
平
田
春
美
(
受
付
)
一
船
長
藤
井
起
一

宇
都
宮
寛
(
戸
籍
)
船
員
立
脇
字
之
助

一
M

友

沢

敏

(

記

録

一

。

後

藤

常

典

一
グ
鎌
田
勝
子
ハ
グ
)
一
[
水
道
係
〕

槙
尾
戸
ツ
子
{
受
付
)
一
係
長
宮
本
叶
夫

一
書
記
補
石
住
武
俊
(
作
票
)
一
書
記
高
橋
一
売
(
水
道
}
一

一

グ

山

下

国

広

(

庁

)

勾

庁

草

川

勝

義

(

乙

一

一
臨
時
雇
総
本
好
次
す
)
一

〔

保

健

係

〕

一

一

一

係

長

日

田

稲

生

一

一

一
保
健
婦
清
水
文
子
(
衛
生
)
一

O
会

計

室

一

一

グ

梶

村

亀

代

(

グ

)

一

室

長

丸

山

米

三

郎

一

一

技

手

窓

憲

一

7

)
一

門

出

納

係

〕

一

一

書

記

梶

田

秀

信

へ

グ

)

一

室

長

補

佐

一

一
童
一
日
記
楠
山
本
勝
延
へ
国
保
)
一
兼
係
長
糸
井
四
郎
一

一
技
手
補
西
本
幸
雄
(
衛
生
)
一
書
記
補
日
野
敬
子
(
出
納
)
一

一
臨
時
雇
浅
田
三
治
(
グ
)
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一

一O

議
会
事
務
局
長

U

越

智

清

見

(

が

ど

民

一

(

豊

茂

詰

所

)

一

局

長

松

田

智

一

一

保

健

婦

橋

本

ア

サ

子

一

一一
O
教

育

委

員

会

一

(

白

滝

診

療

所

)

日

一

一

見

習

看

護

婦

光

阿

佐

知

子

一

教

育

長

林

日

出

猪

一

(

青

島

診

療

所

)

一

門

総

務

係

〕

一

一

看

護

婦

三

村

タ

カ

子

一

教

育

長

職

務

代

理

者

一

1
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
一

兼

総

務

、

社

会

教

育

一

一
O
産

業

課

一

係

長
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